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上 手 だ よ り

読書の秋に・・・音読と目力のススメ
校 長

「脳の根本的な働きは，出入力することである。これを繰り返し行えば，考える力がつ
く。～養老孟司～」

上の言葉を読書についてあてはめると，入力は，読むこと，出力は，声に出すことになり
ます。
さて，子どもたちは，読書をするときに，音読をしっかりしているでしょうか？
恥ずかしがって，声に出さない子も多いのではないでしょうか。私もこれまでの経験の中で，
おしゃべりでは大きな声を出すのに，授業で教科書を読ませると途端に声が小さくなる子を
たくさん見てきました。
ここで注意したいのは，「声が小さくても，黙読でも読んでいるのだから良し」とするか，

やはり「はっきりした音読に持って行くべきか」ということです。結論から言うと，やはり
音読をさせるべきです。「黙読は，音声を出さない音読だ」ということです。声にして外には
出さないけれども，自分の声を脳内でイメージするわけです。その早さやなめらかさは，音
読の力がそのまま反映されます。みなさんも新聞や本の活字を目で追ってみてください。声
に出さないだけで自分の声をイメージしているはずです。音読は，読んだ声が頭と耳から同
時に入ってくるので，印象に残りやすく、記憶にとどまりやすいともいわれます。
また、朗読などを得意とする人は、行が代わったときに次の行に眼をさっと移す、ある文

を読んでいる時には、目はその先の文を見ているなどに気を付けているそうです。つまり、
目で文字をしっかり追う力、目力が強いのだそうです。
ちょっと、難しい話になりましたが、まずは、この秋に家族みんなで読書に親しみ、さら

に、生涯にわたって，身近に本のある生活を送りたいものです。

【子育ての言葉】
「かわいくば、五つ教えて、三つほめ、二つ叱って、良き人となせ～二宮尊徳～」

１１月の月行事予定
１日（火）給食試食会，道徳授業参観，地域が育む「かごしまの教育」県民週間（～７日），

心の教育の日，いじめのない学校づくりの日
２日（水）・４日（金）自由参観日
６日（日）学習発表会
７日（月）振替休業日
９日（水）入来・祁答院・樋脇地区仲良し音楽会（３・４年）
１０日（木）脱穀
１５日（火）菜の花植え（３・４年）
１６日（水）小中一貫教育全体会（上手小３・４年研究授業）
１７日（木）もくもく家庭学習週間
１９日（土）市家庭教育学級・ＰＴＡ合同研修会，県Ｐ委嘱公開
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秋季大運動会
ご存じの通り，令和２年度から本年度ま
で，新型コロナウイルス感染症の影響を受
け，学校単独半日開催の運動会が続いてい
ます。感染対策の観点もありますが，子供
達の体力面からも，学校単独開催では，半
日がベターのようです。
本年度は，「限界を超え 太陽のように燃

えよ 上手だましい」をスローガンに据え，
子供達は精一杯頑張ってくれました。参加
された保護者の皆様の喜々とした表情も印
象的でした。
優勝は白組でした。おめでとうございま

した。僅差で敗れた赤組の団長を中心とし
たまとまりも見事だったと思います。
「子供達の頑張りに元気をもらいました」
と講評をいただきました。来年は，地域の
皆様へ元気をお届けしたいです。

遠足・社会科見学・集団宿泊学習

遠足 社会科見学 宿泊学習
１０月１４日（金）は，１・２年生の遠足，３・４年生の社会科見学でした。
１・２年生は，公園で楽しく遊び，他校の友達とも仲良くなったようです。３・４年生は，警察署や
ゴミ処理場を見学しましたが，大変勉強になったようです。
５年生は，１０月１１日（火）から２泊３日の日程で，宿泊学習でした。藺牟田，黒木，大軣小学

校と合同の宿泊学習でしたが，物怖じすることなく他校の児童と楽しく活動でき，友達との仲を深め
ることができたようです。

読書祭り

１０月は読書祭り（校内読書月間）です。様
々な取組が行われていますが，１０月４日（火）
には，担任以外の職員による読み聞かせが行わ
れました。いつもとは違った先生による読み聞
かせに，子供達は興味津々でした。本の楽しさ
に気が付く子供になってほしいと思います。

俵踊り発表
１０月８日

（土）豊日霎神
社の奉納祭が行
われました。し
かし今年も踊り
を奉納すること
はできませんで
したので，同日
体育館で踊りの
発表会を行いま
した。
９月から毎週

１回練習を重ね
てきました。こ

の練習に高校生や中学生の卒業生達が駆けつけて
くれて，踊りや太鼓の指導をしてくれたことも素
晴らしいことでした。
発表会の最後に行った６年○○○○君の素晴ら

しいあいさつも心に残りました。
○○○○先生には大変お世話になりました。あ

りがとうございました。


